淡江大學2006學年度第2學期課程教學計畫表
科目名稱：日治時期語學研究
授課教員：富田哲
開課系所班級：日文系碩士班1年級
必選修：選修
學分數：2學分
　この授業では日本統治期台湾の社会的文脈を十分に意識しつつ、言語に関するさまざまな話題について考えてみたいと思います。具体的には、日本人による台湾の言語の学習・使用、センサス(人口普査)による「種族」・言語の調査、台湾人の民族運動と言語の問題、日本統治期と1945年以降の言語的連続性および非連続性、といったことがらを取りあげる予定です。
　課程の前半は、上記のことがらについて論じた書籍、論文を読むことが中心になります。この作業をとおして当時の状況に対する理解を得るとともに、今日の研究の動向もつかんでいただければと思います。後半は、いくつかの一次資料をみなさんとともに分析してみたいと考えています。
　また、学外の研究者に何回か来ていただき、お話をうかがう機会も作る予定です。

この授業ではさまざまな課題を課し、また討論にも積極的に参加することを要求します。したがって、学術研究に対して知的興味がわかない人はこの授業を選択しても苦痛を感じるだけだと思います。

なお、日本研究所など「系外」の学生の受講、聴講(傍聽)も歓迎します。

受講を希望する学生は、冬休み中に以下の著作をざっと読んでおいてください。授業でもこれらの一部分を読むことになります。いずれも淡江大学図書館に所蔵されています。
・陳培豊『同化の同床異夢－日本統治下台湾の国語教育史再考』三元社、2001年。
　　※中文版『「同化」的同床異夢:日治時期台灣的語言政策、近代化與認同』麥田出版、が昨年出版されました。ただ、まだ図書館には入っていません。

・何義麟『二二八事件：「台湾人」形成のエスノポリティクス』東京大学出版会、2003年。
成績考核方式：
	
	平時成績：    20  ％

	
	期末考(或報告)成績：  40  ％

	
	讀書報告：    40  ％


